
第4章

（1）彦根の歴史的風致の分布
　① 伝統文化・伝統産業の分布
　彦根市の伝統文化と伝統産業は、城下町と宿場町に集中的に分布している。
城下町には能と茶の湯の伝統が今日まで息づいている。城下には能舞台が2棟
現存し、その内の彦根城博物館の能舞台は、寛政12年（1800）建立の歴史的建造
物であり、江戸城本丸の能舞台を移した公式の能舞台である。一流の能狂言役
者によって上演されるとともに、能の愛好団体や大学、そして子ども達にまで広
く利用されている。茶の湯で用いる茶室は、城内をはじめ城下の各所に認める
ことができる。大名茶の系譜を引く石州流など、町衆の茶の湯とは異なる茶の
湯文化が広く普及している。それに伴って和菓子の老舗も多い。
　伝統産業は、城下町と宿場町の両方で個性的に発達した。城下町における「彦
根仏壇」や「湖東焼」「彦根ろうそく」、宿場町での「高宮布」「合羽」「赤玉神教丸」
など多様である。伝統産業の常として後継者の育成に苦慮しているが、それで
も「湖東焼」などは、かつて「まぼろし」を冠して呼ばれることが多かったにもか
かわらず、近年、復興の息吹が顕著となっている。

　② 伝統的祭事の分布
　城下町では、佐和山祭りを起源とする「小江戸彦根の城まつり」を筆頭に、時
期ごとに多くの伝統的祭事が繰り広げられる。1月は北野神社の「彦根十日えび
す祭」、8月には井伊家の加増が旧暦の七夕頃であったという故事から祈祷祭事
を起源とする「彦根七夕祭」や「鬼債ない（きせない）」などの夏の行事、11月の
「えびす講」は江戸時代から続く商店街の大売出しで、地方の行商人が年末年始
の物品を販売したのが始まりである。
　また、4月の「高宮太鼓祭り」や6月の「荒神山水無月祭」など、他地域における
祭事も彦根の歴史的風致を形成している。地蔵盆や春祭り、秋祭りなど市内全
域に見られる伝統的祭事も多い。

　③ その他の歴史的風致の分布
　彦根は、城下町という特異性から、他にも独特の歴史的風致が生まれた。時報
鐘の音を聞きながら時を感じ、武家屋敷や藩校跡では質実剛健の気風が息づい
ている。「花しょうぶ通り」の商店街の賑わいや「善利組足軽屋敷」のまちのたた
ずまいなど、人々が生活の中で息づいてきた特有の雰囲気がある。また、芹川ケ
ヤキ並木は、江戸時代から城下町を見守ってきた風格が感じられ、いつの時
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第4章

も人々の心を安らげてきた。
　中山道の宿場町には、鳥居本宿など城下町とは違った歴史的風致が息づいて
いる。高宮は、宿場町とともに多賀大社の門前町としての性格も持ち、高宮布の
集積地など多様な文化が伺える。
　また、琵琶湖の恵みは、彦根に固有の歴史的風致を生み出している。鮒鮨（ふ
なずし）やえびまめなど湖魚を使った料理や浜辺で琵琶湖の寒風にさらされて
できた赤かぶら漬など、彦根の家庭の味として支えられてきた伝統が息づいて
いる。 
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第4章

（2）重点区域の位置
　① 重点区域の考え方
　第 2 章で示した彦根市における維持向上すべき歴史的風致を基本にして、
第 3 章では、その維持と向上を図る意義と基本方針を定めた。さらに本章（1）
では、国指定をはじめとする指定文化財の分布状況や、伝統文化・伝統産業
の分布状況を述べてきたが、その上で、歴史的風致の維持および向上を図る
ための施策を重点的かつ一体的に推進することが特に必要であると認められ
る区域を「彦根城と城下町」とし、重点区域に設定する。
　この区域は、国宝・重要文化財建造物などの国指定文化財が集積し、かつ
他地区にくらべて特段に豊かで、中心に特別史跡の彦根城跡、周囲にその下
に形成された同期の旧城下町が一体となって同心円状に分り易く配置されて
おり、歴史的建造物や歴史的なまちなみが数多く伝存し、しかも近年に至り、
保存形態が危機に瀕しているという現状にある。また、城下町の中で培われ
てきた伝統文化や伝統工芸などが現代に良好に引き継がれており、そして何
よりもこの地区を保存し将来に生かそうとする市民の思いが強く、今回の計画
にもっとも適っている。

　② 重点区域の設定
　彦根の城下町は、西に琵琶湖、南に芹川、東にＪＲ東海道線、北に旧外堀（旧
松原内湖）に囲まれた区域が一定の広がりをもった市街地を形成しており、こ
の区域に繋がる名勝・旧彦根藩松原下屋敷地区、江戸期から続く伝統工芸の
産地である七曲り仏壇街および恵比寿神社周辺地区を含めたエリアを重点区
域に設定する。その区域界は、琵琶湖の渚、芹川の河川界から通常視認でき
る2宅地分（30ｍ）、ＪＲ敷地界、旧外堀道路界から2宅地分（30ｍ）とする。
　この区域は、都市計画法に基づく彦根市都市計画マスタープランにおいて
将来都市構造における歴史拠点と位置づけており、景観法による彦根市景観
計画では、城下町景観形成地域の全域と琵琶湖・内湖景観形成地域の一部に
該当する。また、世界遺産登録を進めている「彦根城と城下町」の緩衝地帯（バ
ファゾーン）とも主要部分が重複する。
　以上により、重点区域の名称と面積を下記に設定する。

　　重点区域の名称　彦根城下町区域
　　重点区域の面積　約400ha
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第4章

　③ 重点区域内の国指定文化財
　重点区域には、国宝 2 件、重要文化財 11 件、特別史跡 1 件、名勝 2 件の国
指定文化財が存在する。その分布状況は、彦根城の中堀より内側の特別史跡
内に集中している。天守や櫓などの建造物が 6件、名勝庭園が1件、その他の
絵画・工芸品・古文書 5 件は表御殿を復原した彦根城博物館に収蔵・展示さ
れている。残る 2 件の重要文化財は旧城下町の社寺の所蔵であり、1 件の名勝
庭園は彦根藩の下屋敷として琵琶湖岸に所在する。このように重点区域の核
をなす特別史跡彦根城跡内に 13 件の国指定文化財が集中し、旧城下町エリア
に3件が散在する分布状況にある。
　なお、文化財保護法に文化財を活用しながら保存する登録制度として登録
文化財があるが、当該区域内には 6 件が旧城下町に点在している。いずれも
明治以降の歴史的建造物である。

　④ 重点区域内の国指定以外の指定文化財
　当該区域内の文化財については、国の指定文化財の他にも文化財保護法に
基づいて県や市の文化財指定を行って保存と活用に努めている。件数が多い
ので、美術工芸品の分野を除外し、今回の事業に直接関連する分野に限って

記述すると、市指定建造物 20 件が該当する。20 件は、いずれも旧城下町を構
成した江戸時代の歴史的建造物である。1棟が藩校弘道館の講堂であった建物。
16 棟が武家屋敷、1 棟が表御殿の能舞台。残る 2 棟は町屋の建造物である。1
棟の上級武家屋敷長屋門と能舞台が特別史跡内である他は、旧城下町に散在
して江戸時代の城下の面影を今に伝えている。そのほか、彦根市景観条例に
より景観重要建造物と景観重要樹木を順次指定している。

　⑤ 重点区域の概観
　重点区域の核となる特別史跡彦根城跡は、山頂に 3 階 3 重の国宝の天守が
そびえ、その前後には鐘の丸・太鼓丸・西の丸が広がり、各種の櫓が天守を
守備するように構築されている。また、太鼓丸と西の丸の端には大堀切があり、
山の斜面には希有な構築物である登り石垣が築かれており、それらが櫓や門・
石垣などとも巧妙に連結して高度に発達した軍事的防衛施設を形成している。
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重点区域内の市指定建造物一覧
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　③ 重点区域内の国指定文化財
　重点区域には、国宝 2 件、重要文化財 11 件、特別史跡 1 件、名勝 2 件の国
指定文化財が存在する。その分布状況は、彦根城の中堀より内側の特別史跡
内に集中している。天守や櫓などの建造物が 6件、名勝庭園が1件、その他の
絵画・工芸品・古文書 5 件は表御殿を復原した彦根城博物館に収蔵・展示さ
れている。残る 2 件の重要文化財は旧城下町の社寺の所蔵であり、1 件の名勝
庭園は彦根藩の下屋敷として琵琶湖岸に所在する。このように重点区域の核
をなす特別史跡彦根城跡内に 13 件の国指定文化財が集中し、旧城下町エリア
に3件が散在する分布状況にある。
　なお、文化財保護法に文化財を活用しながら保存する登録制度として登録
文化財があるが、当該区域内には 6 件が旧城下町に点在している。いずれも
明治以降の歴史的建造物である。

　④ 重点区域内の国指定以外の指定文化財
　当該区域内の文化財については、国の指定文化財の他にも文化財保護法に
基づいて県や市の文化財指定を行って保存と活用に努めている。件数が多い
ので、美術工芸品の分野を除外し、今回の事業に直接関連する分野に限って

記述すると、市指定建造物 20 件が該当する。20 件は、いずれも旧城下町を構
成した江戸時代の歴史的建造物である。1棟が藩校弘道館の講堂であった建物。
16 棟が武家屋敷、1 棟が表御殿の能舞台。残る 2 棟は町屋の建造物である。1
棟の上級武家屋敷長屋門と能舞台が特別史跡内である他は、旧城下町に散在
して江戸時代の城下の面影を今に伝えている。そのほか、彦根市景観条例に
より景観重要建造物と景観重要樹木を順次指定している。

　⑤ 重点区域の概観
　重点区域の核となる特別史跡彦根城跡は、山頂に 3 階 3 重の国宝の天守が
そびえ、その前後には鐘の丸・太鼓丸・西の丸が広がり、各種の櫓が天守を
守備するように構築されている。また、太鼓丸と西の丸の端には大堀切があり、
山の斜面には希有な構築物である登り石垣が築かれており、それらが櫓や門・
石垣などとも巧妙に連結して高度に発達した軍事的防衛施設を形成している。
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　こうした城本来の防衛施設とともに、山下には藩庁の機能をもった上屋敷
（表御殿）や機能の異なる 2 つの下屋敷（玄宮楽々園・お浜御殿）など城主の
居館施設が良好な形で現存・復原されている。彦根城跡は、防衛にさまざま
な工夫を凝らした城郭構造や城郭建造物とともに、書院をはじめ能舞台や茶
室・庭園などで構成される御殿建築が良好な姿をとどめている。
　今後、これらの保存整備が進められることにより、日本を代表する城郭空間
として、その価値をさらに高めることができる。同時に能や茶の湯を介した大
名文化の発信も、彦根の重要な個性となるであろう。
　一方、旧城下町は、城下町の町割りが今日でも良好に残っており、諸所に江
戸時代以来の歴史的建造物が姿を留めている。ただ、その多くが長い歴史を
経て傷みが著しく、放置すれば滅失または改築の状況にあり大きな課題となっ
ている。
　また、芹橋二丁目の旧足軽屋敷や花しょうぶ通り、七曲りの仏壇街などは、
良好な歴史的景観を保持するまちなみとなっているが、狭い道は静かな環境
を保つ反面、車の運行を妨げていることから、車中心の現代社会では「居住性」
と「防災性」に課題を有している。仏壇街などは伝統産業の担い手と後継者
育成の課題も抱えている。歴史を生かしたまちづくりによる仏壇街の活性化を
図ることで、誘客を期待する声も強い。

　⑥ 施策の展開と効果
　重点区域には歴史的風致が色濃く現存し、彦根を代表する区域である。また、
この区域は、彦根の中心市街地とも重なっており、経済活動の中心地ともなっ
ており、経済活動の進展は、ともすると歴史的風致の風化または滅失につな
がる恐れがある。また、歴史的風致を形成する建造物の中には、早急に保存
の対策を講じ、その活用について検討を施す必要のあるものも多い。
　第 3 章で述べた基本方針に基づく施策を重点的に推進し、それに向けた対
策を早急に講じる必要があり、貴重な彦根の歴史的風致を維持向上すること
は、情緒や風情のある良好な市街地の形成により彦根市全体の魅力向上につ
ながり、彦根の個性を全国に主張することができるものである。
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